
 

 

 

  

 

 

 

 

 １１月１８日（金）、１学年の生徒を対象に「演劇ワーク

ショップ」が実施されました。 

このワークショップでは、講師として俳優の齋藤 一 氏を

お招きしました。さまざまな役割を演じて自分を表現したり

相手と感情を共有したりしながら、自分を表現することや相

手を理解することの大切さについて学びました。 

 ワークショップの前半は、「２人１組でフォークとナイ

フ」「４人１組で飛行機」「８人１組で東京スカイツリー」

などのテーマが出され、協力して体で表現する活動に取り組

みました。会話は禁止で、互いに無言で相手の

様子を見ながら自分の役割を演じました。 

ワークショップの後半では、ロールプレイを

使ったトレーニングが行われました。会話の一

部のみが空欄になっている会話の一部が発表さ

れ、その会話がどのような場面での会話なの

か、空欄に入るセリフを何にするかを４～５人

のグループに分かれて考え、考えた場面を全員

の前で演じきりました。 

齋藤さんからの講評をいただき、

アドバイスを生かしながら再度演じ

てみることで、生徒たちの表現力が

さらに高まりました。 

 参加した生徒からは、「人前で自分

を表現をするのは苦手なので不安だ

ったけれど、齋藤さんの『どんどん間

違えて大丈夫』という声かけが温か

く、楽しく参加する事ができた」「フ

ォーク＆ナイフゲームをやり、同じ

物を表現しているのに、人やグルー

プによってこんなに多種多様なんだ

なと思い、面白かった」「みんなの前

でロールプレイングをやるのは緊張

したけど、やりきった後は達成感が

あった。他のグループのロールプレ

イングも面白かった」などの感想が

寄せられました。  

演劇ワークショップ【1 学年】  自己表現を「演劇」で！ 
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